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要旨 :自由度有限の古典力学系が熱浴に接し,かつ巨視的外部強制条件下にある時,

実現される非平衡漸近構造はその構造に固有な分割のエントロピーの不可逆過程に基づ

く単位時間あたりの増加率,即ち,K-エントロピーを最小にする様に決定される｡
前提 :粗視化を導入して有限系の位相空間の分割を行い,そこでの系の代寿点R･7)運

動に関して非線型ランジュバン方程式を老える｡分割の仕方は一般に任意であるが,あ

る一通 りの分割 (SiJ日 -1･2,･･･)が得られたとするH siIは可算個)o llの

位相空間内での座標は離散的となり,各分割領域 Siに付された一連番号 "I" に対応

しているo次に時間に関する粗視化を導入し･測度p〔si;T,T l -I〔_'rll〕/rl'を定0/

義するo (Hが座標 i以外から iに遷移 した瞬時以降再び i以外に遷移する瞬時まで

の事象を iにおける連続単位事象と称する時,T時間内で生起する iにおける各連続

単位事象の継続時間の総和が〔T〕であるO但 し,連続単位事象の継続時間が粗視化時

間単位 T｡より小さい時･その時間を零と見なすO又相前後して生起する iにおける連

続単位事象の各継続時間を tl･t とし,この二つの事象の間隙時間間隔をt′とした2

時, t' < T｡ ならば両者を継続時間 (t+t'+ t )の iにおける連続単位事象であ1 2

ると見なす｡)

の極限が漸近構造)0

非平衡醸造〟〔si;t,T.〕- 1 が実現されている軌 Rが座標 iに t度時間連続
して滞在し続け .座標 iより他所へ遷移することが決してあり得ない事象についての確

率測度 Pi(t)揺,こjlが連続生起事象であるため指数関挙‖)i(t･)- eXPト ーhit〕

となるo hi はある正の定数o

定理 :IT時間に及び非平衡構造 Sx(x:未知数)が存在し,T時間連続 して11が遷

移を受けることなく･座標 Pに滞在し続ける事象の確率測度の確率測度 Pi(T)に対す
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K-エントロピー

る比をPc(SLISi;T,T｡)とするならばLL〔si;T,TO〕- 1-与 Pc( S挨 i暮

Si;T, T｡)- Oo証明は背理法による (省略)a
要旨の証明 :前定理より,可算個のtSiIの内から漸近構造として実現されや構造

sxは Ⅹ-ti:maxtexp〔-hi〕11を満足する｡即ちminthilを満足する構造

が漸近構造として実項されることになるO-方観測者にと-て生起確率測度 P(t)

(-expl一首t〕)の事象の分割のエントロピーは Hニー log2P(t)であり,それの′■■′

単位時間あたりの増分･即ち不可逆過程に関するK-エントロピーは hlog2eとなるo

よ-て最小K-エイトロビーの構造が漸近構造として実現されるO証明了O但し･粗梶

化に基づく位相空間の分割の仕方 (観測の仕方)′が異れば対応するK-エントロピーの

最小値 も一般に等しくないo

系 1:同一結果を有限量子系に拡張出来る｡

系 2:構造の揺ぎは中央極限定理に従わないO

系3●.'平衡の近傍での最小K-エントロピーは最小熱力学エン トロピ-生成率を導 く｡
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熱力学第二法則が熱平衡状態の安定性を保証しているとすれば,定常状態?安定性 を

保証する何らかの法則が存在しても良いO最机 Gl｡nsd｡IffとPrig｡glnと1)によっ

てこの方向の研究が行なわれたが,彼らの研究では定常状態を最終状態 としてとらえた

ことにな-ているのかどうか疑問であるoここでは多少形式的であるがすこし違-た方

法で同じ問題を考えて見る02)ia所平衡の仮定は不用であるO

一般にある量の流れJ(t)はそれに共やくな外場F(t) の汎関数として表わされ る

だろう :
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